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要旨 ：発達性読 み 書 き障害 に つ い て 神 経心理学的お よ び認知神経心理学 的検討 を行 っ た 。 は じ め

に，読 み 書 き検査 を作成 し健常児竜の 基準値 を算 出 した 。 次 に ， 検査結果 に 基 づ い て 22 名の 発達

性読み 書 き障害児 を抽 出 し対 象者 と し た。 7〜12歳 まで の 男児 20名 と 女 児 2 名 で あ る。WISC
−HI， も し く は WISC −R で の 平均 IQ は 103．0，言語性 IQ　103，1， 動作性 IQ　／02．4 で あ っ た。パ ト

ラ ッ ク 法 に よ る SPECT で は
， 左側頭頭頂葉領域で 右 の 同部位 に比 べ て 10％以上 の 局所脳血 流量 の

低下が認 め られ た u 音韻情報処理過程 と視覚1青報処理過程 に 関す る検査 を実施 し た結果，双 方 の 処

理過程に問題が認め られ た児童が多 か っ た 。 以 Eよ り，発達性読み書 き障害は 局所大脳機能 低 ドを

背景 と す る高次 神経機能障害 で あ る と 思 わ れ ， 音韻情報処理過程 の 障害 だ け で な く ， 少な くと も視

覚情報処理過程に も障害を有する こ とが多い と思わ れ た 。　　 （失語症研究 22（2）： 130〜136，2002）
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は じ め に

　発達性読み書 き障害は欧米で は deve］opmental

dyslexiaと呼 ばれ て い る 。
　 ADHD （注意・欠陥多

動性障害）や dyspraxia（発達性失行） を伴 う こ

とが多 い が それ ら とは 異な る障害 であ る 。 直訳す

る と発達性失読だ が，実際 に は読 み の 障害だ けで

な く書字 の 障害を伴 うた め ，こ こ で は発達性読 み

書 き障害 と呼ぶ こ と に す る。読み の み に 限定 さ れ

た 障害 と して は出現 しな い 点が 後天性大脳損傷 に

よ る失読 と 異 な る点で ある。 こ の 発達性読み 書 き

障害 は ， ア メ リカ教育法や文部科学省な どの 教育

界や ， WHO や ア メ リカ 精神医学会 な どの 医学界

の 定義 に お い て も実際上 の 学 習障害 の 中核 で あ

る 。 英語圏 に お い て は 9〜10％ （Rodgers　1983，

Katusic　et　a1．2001）， ドイ ツ 語 圏 に お い て 約

5 ％ （Landerl　et　a1．1997）， ア ラ ビ ア 語圏 に お

い て 約 1 ％の 出現 率 （Farrag　et　al ．1988） と い

われ て お り， 自閉症 よ りも高い 出現率で あ る 。 日

本 で はア ン ケー ト調査に よ る報告で は 1〜 2 ％程

度 の 出現 率 （国立特殊教育総 合研究所 1995，宇

野 1999） と思わ れ る が
， 発達性 読み 書 き障害 を

検出す る た め の 客観的な検査 が まだ ない 。わ れわ

れ の 実際の 読み 書 き検査 に よ る客観的調査で は ，

今まで の 報告よ りも高 い 出現率 で あ っ た 。
こ れ ら

各国で の 出現率の 相違 を認知能力や遺伝子 レ ベ ル

の差 と して 考え るか ， 母国語 の 構造 に よ る違い と

考 え る か 現在 まで まだ
一

定の 結論は 出て い な い 。

　最近で は遺伝子 レ ベ ル に て 大 き な差 が 認 め られ

な い と考え られ る EU 各国の 発達性読み書 き障害

児 に お い て ， PET 研究 で 大脳賦活部位 に て 差 が

認 め られ な か っ た こ と か ら母 国語の 影響が 指摘さ
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れ は じ めて きて い る （Paulesu　et　al．2001）。 本

報告で は ， 日本語で の 発達性読み書き障害児の 大

脳機能に つ い て 伸経心理学的に ， 障害構造 に つ い

て認知神経心理 学的に検討す る 。

1．方　　法

　 1 ．対象

　国立精神 ・神経セ ン タ
ー精神保健研究所 また は

国府台病院 を受診 した 右利 き で 平均 年齢 10．2歳

（7〜 12歳）の 発 達性読 み 害 き障 害 児 22名で あ

る。男児 20 名 ， 女児 2名で あ っ た 。 WISC −IIIや

WISC −R の 平 均 言 語 性 IQ　IO3 ．1，動 作 性

IQ　lO2．4， 全 IQ は 103．0 と全般 的知能 が正常 で

あ っ た 。 また ， 言語発達に 関して も抽象語彙理解

力検査 （春原 ら 2002）で
一lSD 以 上 の得点 を示

し正 常で あっ た 。

　 2 ．頭部 MRI

　22 名中 17例に T
、強調画像 お よび T ，強調画像

の MRI 撮影 を実施 した 。

　 3．SPECT

　22名 中 14例 に 対 し，

99mTc −IIMPAO も し く

は ECD を用 い ，パ トラ ッ ク法 （Matsuda　et　al ．

1992， 1993） に て 局所脳 血 流量 （rCBF ）を測 定

し た 。

　 4 ．神経心理 学的検査

　 WISC 　 III，　 K −ABC
， 抽 象 語 理 解 力 検 査 ，

SLTA お よび音韻情報処理過程 と視覚 情報処理

過程の検査 を実施 した 。 音韻情報処理 過程の 検査

は音韻認識 （phonological　awareness ）課題 ， 音

韻想起課題 ， 聴覚記憶課題で あ り， 音韻認識課題

は ， （大石 1997） を参考に   3 モ
ーラ語 10語 ，

4 モ ーラ語 10語 で の 語中 ， 語尾 に位 置す る モ ー

ラ の 抽出課題 ， 合計 20 語 ，   3 モ
ーラ語 10語 ，

4 モ
ーラ語 10語の復 唱 と逆唱 。 音韻想起 課題 と

して   SLTA の 呼称 20課題 と   1 分間で の 動

物の 語の 列挙 。 「あ」， 「か」お よび 「た」で は じ

ま る word
−fluency課 題。聴 覚 記 憶 課 題 と し て

AVLT （Rey
’

s　Auditory　Verbal　Learning　Test）

を使用 した 。 視覚情報処理過程の 検査 は視覚認知

課題 と視覚記憶課題 で あ り， 視覚認知課題 として

MFFT （Ma しching 　Familiar　Figure　Test）， 視

覚記 憶 課 題 と し て RCFT （Rey 　O）複 雑 図 形 課

（131）45

題 ：Rey ’
s　 Complex　 Figure　 Test） を用 い た。

RCFT に 関して は，発達性協調運 動障害 に よ る

得点低下 を除外 し よ り視覚的討 憶力を抽 出す る た

め に ， 通常 の 得点法 に加えて ， （直後再生／模写 ，

30 分後再生／模写）× 100点 の 得点方 法 も採 用 し

た 。

II．結　　果

　 1 ．頭部 MR1

　撮影 を実施 した 17例全例 に 局所性 の 損傷は認

め な か っ た 。

　 2．SPECT （図 1）

　14名の うち 右利 き の 9 名に つ い て 検討す る と ，

rCBF にお い て 左大脳半球全体 と右大脳半球全体

との 左右差 は認 め られ なか っ た に もか か わ ら ず ，

左側頭葉 ， 左頭頂葉下部，症例に よ っ て は左後頭

葉 で 右 の 同部位 に 比 べ て 10％以下の 血 流 量 低下

を示 した 。

　 3 ．神経心理学的検査 （図 2
，

3 ）

　音韻情報処理過程 に 関する検査の うち
， 健常児

群 と発達性読 み 書 き障害児群 （DD 群） と の 問 に

有意 に差 が認 め られ た 検 査 項 目 は
， 単語 の 逆

唱 で の 反 応 時 間 の 長 さ で あ り，
DD 群 が 有 意

（p く ．01）に長か っ た 。 他の 音韻認識課題 3 モ ー

ラ語 ， 4 モ ーラ語で の 語中 ， 語尾 に位置す る モ
ー

ラ の 抽出課題 や 復唱 と 逆11昌で の 正 答率， SLTA

の 呼称課題 ， word
−fluency課 題 ，　 AVLT な どの

検 査項 目で は有意 な差 は認 め られ なか っ た 。

一

方 ， 視 覚 情 報 処 理 過 程 に 関 す る 検 査 で は ，

MFFT や RCFT の う ち 模写 と 直 後 再 生 に は 有

意 な 差 が 認 め られ な か っ た が ， 30分 後 の 再 生

に 関 し て 健 常 群 に 比 べ て DD 群 の ほ う が 有意

（p〈 ．Ol）に 低い 得点で あ っ た 。 検査成績 を個人

別に み る と，22 例 中 16例 に 聴覚情報処理 過程 ，

視覚情報処理過程双 方の検査得点に 有意 な低下が

認 め られた。聴覚情報処理 過程に 関する得点の み

が低下 して い た症例は 1例で あ り，視覚情報処理

過程 に 関す る得点の みが低下 し て い た症例 は 5例

で あ っ た 。
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　　　　　　　 図 1 　発達性読み 書 き障害 9例 の SPECT
症 例 8 と 9 は 左 前頭 葉 も右 の 同部位 に比 べ て lO％以上 の 血流量 が 低 下 して い る。
全例 に 共 通 の 血 流 低 ド部位 は 左側頭 葉 と頭頂葉 （下部）で あ っ た 。

Ill．考　　察

　 1．大脳機能障害部位

　発達性読 み書 き障害の 大脳機能障害部位に つ い

て ， 海外で は成人 に な っ た発達性読み 書 き障害者

を対象に PET を用 い た研究が盛 ん で あ る 。 そ の

報告 に よ れ ば Rumsey 　et　al．（1992，1999）は角

回を含む領域 で の 機能障害 を推定 し て い る 。 本邦

で は SPECT に よ る 研 究が 多 く ， 定性 的 な 報告
で は小 枝 （1992） は ， 症 例 に よ っ て 差が あ り

一定

の傾向 はな か っ た と報告 して い る。一．・
方 ， わ れわ

れ （Kaneko 　 et　 al．1998
， 宇 野 1998

， 宇 野
ユ999）は 発達性読み 書 き障害例 は左 の 側頭葉 ， 頭

頂葉の機能障害部位 もし く は左後頭 葉の 機能障害

で あ る との 報告 をし ， 後天性大脳損傷例で の 超皮

質性感覚失語 に相当す る と思 われ る発達性言語性

意味理 解障害児の 局所脳血流量 の 研究結果 とあわ

せ ， 後天性大脳損傷成人例 にお ける大脳機能障害

部位 と機能障害 と の 関係 に 類似 した関係 にあ る と

推定 し て い る 。

　本研究で は
， 局所脳血流量 の低下部位か ら発達

性読 み 書 き障害例の 大脳機能障害部位 は左側頭葉
と頭頂 葉を中心 と す る部位で あ る と思われた。 こ

の 結論 は現在 まで に 実施 した
一

症例報告 に お け る

結論 と 同様 で あ り， 群研究 に お い て も明確 に 示 さ

れ た と思 わ れ る 。 Paulesu　et　a1．（2001） で は ，

発達性読 み 書 き障害 の 出現頻度 は異な る が 遺伝子

情報 と し て は大 き な相違が認 め られ な い と思わ れ
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図 2　音韻情報処理 過 程 に 関す る検査結果

白 ．発達性 読み 書 き 障害群。

　
　
再
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　　　 図 3　視覚情報処 理 過程 に関す る検査結果

白 ：発達 性 読み 書 き 障害群 。
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灰色 ：健常児群，

Rev の 複雑図形の 30分後再 生得点 と再牛 ／模写比 率 の 双 方 に お い て 健常群 と有 意 差 が 認 め ら れ た 。

る EU で のイタ リア ，
フ ラ ン ス

，
イギ リス で の 成

人 に な っ た発達性読み書 き障害例 に っ い て PET

研究を施行 し ， そ の 結果 ， 大脳機能低下部位 は共

通 で ある こ と を示 した。そ こ で 示 された大脳機能

低下部位 と本 報告で の rCBF 低下部位 と は 類似

した部位 で あ る こ とか ら， ア ル フ ァ ベ ッ ト語圏 だ
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けで な く，日本語 に お い て も発達性読 み 書 き障害

の 機能低 下部位 は共通 で あ る可能性 が 考 え られ

る 。

　　2 ．認知神経心理 学的な障害構造

　 英語圏で は発達性読み書 き障害の 障害構造 とし

て は音韻処理 過程 の 障害説が 有力で あ る 。 音韻処

理 障害説の 中で は 音韻の 想起障害説が古 くか ら報

告され て い る が，最近 で は音韻に 分解で き な い
，

音 韻 を 厳 密 に は 認 知 で き て い な い な ど の

phon （）logical　awareness （音韻認識）説 （Stuart
and 　Masterson 　1992）が 有力 で あ る 。 ま た ， 音

韻想起障 害 と音 韻認 識 障害 と が 組 み 合 わ さ っ

て読 み 書 き障 害 を生 じ る と す る Clouble　deficit

hypothesis説 もあ る 。 しか し， 視 覚情報処 琿 過

程の 障害説 もまだ否定 され て は い な い 。近年， 背

景 と刺激 との コ ン トラ ス トや時間に 関 して重要な

役割 を持 つ と考 え られ て い る magnocellular 神

経細胞 が 内側膝状体 に も外側膝状体 に も存在 して

い る こ とか ら ， 視覚情報処理過程と音韻情報処理

過程双 方の 障害が関与 して い る可能性 に つ い て も

言及 され て い る （Stein　 2001）。

　 現在 ま で 音韻処理過程や音韻認識能力障害説 を

唱 え る報告の 多 くは ， 音韻に 関する検査の み を実

施 し ， 視覚情報処理 過程 に関す る検査 を実施 して

い な い （Stuart　 and 　 Masterson　 l992
， 大 石

1997）。

一方 ， 視覚情報処理過程 の障害 説を 唱え

る研究者 に関 して も同様 に 音韻情報処理 過程 に関

す る検査 を実施 し て い な い （宇野 ら 1995， 1996，
1998

，
1999

， Kaneko　et　al．1998， 金子 ら 1997
，

1998
， 井澗 ら 1999）。 こ の よう に ， 今 ま で の報告

で は ， 研究の 方法論 や仮説に 問題が あ る よ うに思

える 。 また ， 音韻想起障害説を唱 え る 報告で は ，

呼称能力の 発達の遅れ は音声言語全体の 発達遅滞

に伴 う場 合が 多 い に もか か わ らず ， 音声言語の 発

達遅滞 を伴う発達性読 み 書 き障害 児 の 呼称能力 に

関 し て 論 じた り （石 田 ら 2002），症例に音声言語

の 発 達遅 滞が ある か どう か 検討 し て い な い
。 同様

に ，詰音認知障害説で 報告 して い る症例 に関し て

も音声言語 の 発達 に遅 れ が あ る か ど うか の 検討 が

不十分 で あ る。以上 の よ う な場 合に は ， 症例 の選

択 に 問題 が あ る場合が あ る と思わ れ る。

　本研究で 発達性読 み書 き障害児が 音韻情報処理
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過程 に 関す る検査 の 中で 困難 を認め た課題 は ， 音

韻認識課題 で の 単語の 逆 唱の 反応時間 に 関 して で

あ り， 他 の 単語 の 復唱や 逆唱の 正答数 ， 音韻の 想

起力 お よ びモ ーラ の 抽 出課題 ，
AVLT で の 正 答

率の 検査結 果で は 健常 群 と差 が 認 め られ な か っ

た 。

一
方 ， 視覚情報処理 過程の 問題 に お い て は，

Rey の 複雑 図形 の 30分後の 再牛 課題 に て 健常児

と有意 な差が 認め られ た 。 以上 の 結果か ら発達性

読み 書 き障害群 で は健常児群 に比 べ て音韻情報処

理 と視覚情報処理双 方の 障害が 合併 して い る可 能

性が あ る 。 近年で は Uno　et　al．（2000）が双 方の

障害 を有す る症例 を報告 して い る。し か し ， 健常

児 ・者の 逆唱課題 にお い て は モ
ー

ラ数 が 多 くなれ

ばな るほ ど，音の記憶だけ で な く仮名文字 をも想

起 し視覚情報 も活用 して課題 を遂行 す る こ と が 多

い 。発達性読み書 き障害児は 書宇 も困難で あ る の

で モ ー
ラ数の 多 い 逆唱課題 で よ り困難 な こ とが多

い と い う こ と に な る 。 す なわ ち音韻処理 能力 を検

出す る 目的の 検査で あ っ て も結果的 に音韻処理 過

程で はな く仮名の 書字能力 を測定 して い る 可能 1生
が あ る 。 本研究で は逆唱課題の 反応時間 にて健常

児 に比べ て 有意な遅延 が認め られ たが ，仮名書字

能力が こ の 課題 に 影響 して い る可能性を考慮す る

必 要 が あろ う 。 少 な く と も， Rey の 複雑 図形 の

30分後の 再生 正答数 が有 意に低下 して い た こ と

か ら視覚情報処埋過程 に は異常が あ り， 結果的に

記憶で きな くな っ て い る と思 われ た。

　
一一
般に ， 凵本語の 仮名文字習得が 遅れ て い る児

童 は通常，家庭で は音 と仮名 1 文字 と の
一
対

一・
対

応の 練習 を実施す る 。 こ の 音 と仮名 1文字 を対応

させ る 練習に は 音韻認識能力は関与 しな い の で ，

一
対

一一
対応の 練習後 も仮名文字を習得で きない 場

合 に は音韻情報処理 過程以 外の 障害が合併 され て

い る こ とが予 想 され る 。した が っ て ， 本研究で の

22 名 の 発達性読 み 書 き障害 児 は ， 音韻情 報処 理

過程 と視覚情報処 埋過 程の 双 方 に障害 を有 し て い

る か ， 少 な く と も視覚情報処理過程の 障害 を有 す

る と思 われ た。
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■ Abstract

Developmental　dyslexia：neuropsychological 　and 　cognitive −
neuropsychological 　analysis

Akira　 Uno ＊ MasatQ 　Kaneko ＊

　Noriko　Haruhara ＊

　 Hiroshi

Motoichirou　Kato＊ ＊ ＊

　　 Mari　Kasahara ＊ ＊ ＊ ＊

Matsuda＊ ＊

　　　We 　aIlalyzed 　Japanese　developmental　dyslexia　using 　neuropsychological 　and 　cognitive −neuropsy −

chological 　Inethods ．　First，　we 　prepared　the　standardized 　data　for　norma ］children ‘m 　reading 　and

writing 　tests．　Second ，　we 　selected 　22　developmental工y　dyslexic　children ，20　male 　and 　two　felnale，　using
reading 　and 　writing 　tests．　Their　average 　IQ　using 　WISC −rH　or 　WISC −R　was 　1〔）2 （VIQ 　102，　PIQ　lO1）．
Regional　cerebaI 　blood　flow （rCBF ）in　the　left　temporo 　parietal　lobe　accoding 　to　the　Patrak 　method

showed 　greater　than　10％ rCBF 　reduction 　compared 　with 　the　same 　area 　of 　the　right 　hemisphere．　The
subjects 　manifested 　lower　scQres 　in　tests　of　both　phonological　and 　visual 　inf（）rmation 　processing．　As
aresult ，　we 　assume 　that　deve］opmental 　dyslexia　is　a　higher　brain　dysfunction，　accc ）mpanied 　by
disorders　irl　both　phonotc〕gical　and 　v｛sual 　illf（，rmation 　processing．

　　
ホN ・ti・・al

　
l1・・ti・・亡・ ・｝f

　M ・・t・I　Health，　N ・ ti… 1C ・・t・ ・ 。f　N − 1。gy ・・d　P・y、hi、・、y．1−7−3，　K 。h 。 。d 。 i、1，hik。 w 。，　Chib、

　　 272 −｛，827，Japan
” Divisi°n 　°f　R ・di・［・9y ・N ・・i。 ・la】C ・m ・1

’H 。・pit・l　r・・ M ・… LN ・− s ・ rld　M ・… 1・ ・ Di … d・r・、　N ・ ・i・ ，1a1　C 。 。 ・， 1・。f　N ＿ k，。y
　　 and 　Psychiatry
半半＊Department　of 　Neuropsychiatry ，　Keio 　Unlversity
零＊林Division　Qf　Child　and 　Ad （⊃］cscent 　Psychiatry ，　Kohnudai　IIospital

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


